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一
、
会
議
関
係

（
一
）
役
員
会
・
平
成
十
五
年
度
通
常
総
会

　
日
時
／
平
成
十
五
年
七
月
三
日（
木
）

　
会
場
／
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
二
）
世
話
人
会
（
随
時
開
催
）

二
、
研
修
会
・
研
究
委
託
事
業
関
係

（
一
）
全
国
生
涯
学
習
市
町
村
協
議
会
研
修
会
を
全
国

五
箇
所
に
て
開
催
の
予
定

（
二
）
文
部
科
学
省
か
ら
の
研
究
委
託
事
業
の
一
環
と

し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
、企
画
委
員
会
の
開

催
を
予
定

（
三
）
加
盟
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

三
、
広
報
活
動

（
一
）
情
報
交
流
誌
「
生
涯
学
習
レ
タ
ー
」
を
年
三
回

発
行

（
二
）
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充（
新
着
情
報
等

の
新
コ
ー
ナ
ー
設
置
）

（
三
）
加
盟
会
員
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
・
開
催
報
告

書
等
の
配
布

四
、
そ
の
他

（
一
）
講
演
会
・
情
報
交
換
会
等
の
開
催

（
二
）
会
員
市
町
村

に
て
開
催
さ

れ
る
生
涯
学

習
施
策
へ
の

後
援
や
共

催
、
そ
の
他

本
会
の
目
的

達
成
に
必
要

な
事
業

平
成
十
四
年
度
文

部
科
学
省
研
究
委
託

事
業
の
報
告
書
と
、

多
く
の
会
員
市
町
村

に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
資
料
集
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
１
分
科
会
（
北
海
道
札
幌
市
）、

第
２
分
科
会
（
埼
玉
県
東
松
山
市
・
石
川
県

野
々
市
町
・
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
）
に
分
担
し
て
進
め
た
実
践
研
究
の
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
刊
行
と
な
り
次
第
随
時

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
過
日
お
送
り
し
た

第
３
分
科
会（
静
岡
県
掛
川
市
・
静
岡
大
学
）

担
当
の
「
高
等
学
校
と
地
域
と
の
連
携
に
関

す
る
調
査
報
告
書
」
と
併
せ
て
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
部
科
学
省
委
託
研
究

「
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

報
告
書
が
出
来
上
が
り
ま
し
た

（但し、科目間の流用を認めるものとする）�

歳　入�

歳　出�

 科　　目 本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減 説　　　　　明 

 科　　目 本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減 説　　　　　明 

 1 会費 6,300,000 5,760,000 540,000 30,000円×210市町村（見込み）�

 2 研究開発費 10,000,000 13,000,000 △ 3,000,000 文部科学省からの研究委嘱費�

 3 繰越金 1,889,705 208,965 1,680,740 前年度繰越金�

 4 雑収入 0 0 0�

 歳　入　合　計 18,189,705 18,968,965 △ 779,260

 1 会議費 1,500,000 700,000 800,000 �

 2 研究開発費 10,000,000 13,000,000 △ 3,000,000 文部科学省からの研究委嘱費�

 3 研修会費 2,500,000 2,000,000 500,000 全国5カ所を予定（500,000円×5カ所）�

 4 手数料 10,000 10,000 0�

 5 事務費 3,000,000 3,000,000 0�

 6 予備費 1,179,705 258,965 920,740�

 歳　出　合　計 18,189,705 18,968,965 △ 779,260

ニューズレター印刷費、郵送料、�
ホームページ維持管理費、その他事務用品購入費用�

役員会・総会費用（基調講演費用を含む）、�
アドバイザー会議、企画委員会等開催費用�

文部科学省来賓の方々を含めた
懇談会での相互交流と情報交換

平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
も
承
認
さ
れ
る


